
ド ン グ リ 類 の 豊 凶 調 査 結 果 と
ツ キ ノ ワ グ マ 出 没 注 意 喚 起 に つ い て

森林動物研究センターが兵庫県下のドングリ類（堅果類）の豊凶調査を実施したところ、今秋の

ドングリ類の実りは、全体としては14年ぶりの「大凶」であることが判明しました。資料１参照 

また、今秋のツキノワグマ（以下、クマ）出没数は、但馬地域や西播磨地域、丹波地域などのクマ

の生息地域の多くでは、過去５ヶ年平均の２～４倍になると予測され、冬眠前のクマが餌を求めて

人里へ大量出没する可能性が危惧されます。資料２参照 

一方、近年では、恒常的な出没や分布域も拡大傾向にあることから、これまで出没の少なかった

地域においても、ハイキングや登山、キノコ採集などに出かける際はもちろん、人里やその周辺に

おいても、クマの被害に遭わないように、十分な注意をお願いします。 

１ 山の実りの状況（速報） 

ブナ コナラ ミズナラ ３種全体

大凶 凶 大凶 大凶

２ 目撃・痕跡情報数 

県民等から報告された今年度のクマの目撃･痕跡情報数は、８月31日現在で449件と同時期と

しては過去最高値※となっています（過去最高H22:386件、過去5ヶ年平均：262件、過去10ヶ年

平均：302件）。特に、北但地域253件（過去５ヶ年平均139件）、南但地域97件（過去５ヶ年平

均45件）が非常に多くなっています。資料３参照 

※過去最高値……本県が調査を開始した平成13年度以降 

３ 本年度の被害発生状況 

(1) 人里周辺にクマが出没した地域では、多くの住民が不安を訴えるなど精神被害が生じており、 
また、７月以降、果樹園への出没や、人里に植えられているカキなどの食害が県下各地で発生

しています。 

(2) 昨年度、一昨年度と発生のなかった人身被害は、７月に１件養父市で発生しています。

４ 対応 

(1) クマの出没地域では、

① 人里であっても、夕方から朝の時間帯の外出に注意する

② 不要なカキの木の伐採や、カキの実の早めの収穫を行う

③ 果樹園は電気柵を設置する

④ クマを誘引する生ごみを屋外に置かない

などの対策が重要です。

(2) ハイキングなどでクマの生息する山林に入るときは、音響物（ラジオ・鈴等）を携帯し、出

会い頭の遭遇を避けることが重要です。資料４参照

(3) 大部分のクマが冬眠に入る12月下旬頃まで、十分な注意が必要です。
(4) クマを目撃した場合、また食害跡、足跡、爪痕などを見つけた場合は、市役所・町役場

へすみやかに連絡するようにお願いします。

添付資料 資料１,２  堅果類豊凶調査結果概要（速報） 

資料３   ツキノワグマの目撃・痕跡件数（R6.8.31 現在）

資料４ ツキノワグマの被害防止パンフレット
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